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学部での学習を基盤とし、学生が自身で見出したテーマについて担当の教員から指導を受けながら研究を進め、看護分野におけ
る研究の方法や意義などについて実践的に学ぶ。

1．様々な現状や課題の中から研究目的を明確にすることができる（I）。
2．研究目的に応じて適切な研究方法を選択し、研究計画を作成することができる。（F、I）
3．研究を進める際に倫理的な配慮を行うことができる。
4．研究計画にもとづき調査や実験、分析を行い、得られた結果について考察を行うことができる。（G）
5．実施した研究の成果を報告書にまとめ、それを学内の報告会で発表することができる。（F、G、I）

成績評価方法
(基準)

報告書(46%)、研究発表(42%)、研究に取り組む姿勢(12%)

再試験の有無と
基準等

なし

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

Ｇ　 看護学に対する研究的視点をもち、主体的に学ぶ姿勢を有している。（関心・意欲）

教科書
担当教員の指示による。

参考書等
担当教員の指示による。

学生の主体性を伸ば
すための教育方法と
学生への期待

卒業研究は、学生が自分の関心のある領域から課題を見つけ、その解決に資する研究目的を立てて自ら検証していく
学生が主役の舞台である。教員のサポートを受けながら、自ら考え、自ら研究プロセスを進めて行く姿勢が求められ
る。

備考

学　習　内　容

研究指導
　指導担当教員の個人指導や集団指導を通して、原則として学生一人がひとつのテーマについて研究を実施する。研究の成果は各自が単著
で論文として作成し、学内報告会において発表する。

内容
　①研究目的を明確にする。
　②関連する先行研究を把握する。
　③研究方法を選び理解する。
　④研究計画を作成する。
　⑤計画に基づき研究を実施する。
　⑥研究成果を報告書として提出し、学内の報告会において発表する。

　※ただし、履修者の研究の進行状況や教員の指導方針等により、それぞれの内容や順序が変わることがある。
　　また、必要に応じて三重県立看護大学研究倫理審査会の倫理審査を受ける。

学　　習　　課　　題

実務経験を活かした教育の取組

各指導教員の指導に応じて、文献の検索・理解、研究方法の探索・習熟や得られたデータの整理など、研究のプロセスを自ら進める。


